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【受賞功績の紹介】

幼少の頃より母　千田モト氏にバレエを習い始め、チャイコフ

スキー記念東京バレエ団に入団後は、ソリストとして多くの公

演に出演。昭和 44年に帰札後、札幌舞踊会において振付家とし

て定期公演・発表会を行うほか、数々の舞台にて企画・制作を

手掛け、公演を成功に導き、指導者としても数多くの優れたダ

ンサーを育成している。

クラシックバレエから現代ダンス、またオペラなどの分野でも

作品を発表し、好評を博するなど、本市の文化芸術の振興にお

おいに貢献している。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和２３(1948)年　　母 千田モト氏にバレエを習い始める 

昭和３５(1960)年　　チャイコフスキー記念東京バレエ学校に入学

  S・メッセレル、A・ワルラーモフ、北原秀晃に師事 

昭和３８(1963)年　　チャイコフスキー記念東京バレエ団に入団　ソリストとして

  活躍

 「白鳥の湖」の黒鳥、「ジゼル」のペザント・パドドゥ他を踊る 

昭和４４(1969)年　　帰札後、札幌舞踊会で、振付家・指導者として活躍

 「白鳥の湖」「眠れる森の美女」 「ジゼル」「くるみ割り人形」

などの古典や「新世界」「シアター 26時」「古代舞曲によるパラフ

レーズ」「BLACK DANCE」「火の鳥」「美しき鏡像」などの創作を上

演 

昭和５３(1978)年　　札幌市民芸術祭賞受賞 

平成　６(1994)年　　現代ダンスの“アトリエ公演”（後の“ダンスブリーズ”）を始

める 

平成　９(1997)年　　千田モトの遺志を継ぎ、代表となる 

平成１１(1999)年　　「カルミナ・ブラーナ」が文化庁芸術祭舞踊部門大賞を受賞  



平成１５(2003)年　　財団法人松山バレエ団芸術賞受賞 

平成２１(2009)年　　札幌文化団体協議会文化賞受賞 

  札幌市芸術文化財団、札幌市芸術・文化フォーラム委員 

平成２２(2010)年　　橘秋子賞功労賞、札幌文化団体協議会芸術選賞を受賞 

現　　　　　　在　　バレエ指導者

  振付家

  札幌舞踊会 代表


